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下水処理により発生する下水汚泥は、有機物や窒素・リンなどの栄養塩類を含むことから肥料や土壌改
良剤としての有効利用が進められています。しかし一方で、廃水に含まれる有害金属や内分泌かく乱物質
などの有害な物質が、下水処理過程やその後の汚泥処理過程において汚泥中に濃縮されてしまいます。

本研究では、下水汚泥中の有用成分を損失せずに有害物質を分解・除去し、下水汚泥の有効利用促進を
目指しています。

下水汚泥の緑農地利用を目的とした無害化手法の開発に関する研究

下水汚泥

図：下水汚泥へ鉄(VI)酸カリウムを添加した
場合のノニルフェノールの分解・時間変化
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緑藻に対する抗菌性物質の生長阻害

近年、抗菌性物質は人や家畜へ大量に使用されており、その一部は下水処理や畜産排水処理を経由して、
または家畜ふん堆肥の農地への施用により、水環境中へ拡散します。

本研究では、菌性物質が水環境中の生物にどのような影響を及ぼすのか、緑藻への短期毒性試験を行い、
藻類の生長阻害を評価します。

下水処理場から有用元素類を回収する技術開発

日本では、リン肥料をほぼ100%輸入に頼っています。下水にはリンが多く含まれており、下水処理場で
リンなどの有用元素を回収できれば肥料に利用することができます。研究室では、下水処理場の既存の施
設を使用して、リン濃度の高い汚泥分離液を生成し、肥料原料として利用することを検討しています。

動物用抗菌剤の環境中の移行

家畜に投与された抗菌剤の一部は、排せつ物として体外へ排出されます。その排せつ物を堆肥として農
地に施用すると、周辺環境へ悪影響を及ぼす他、薬剤耐性菌が発生する可能性があります。

そこで、家畜からどの程度抗菌剤が排出されるのか、排せつ物を堆肥化することで抗菌剤が分解するか
明らかにし、安全な家畜排せつ物の処理方法を提案します。

図：タイロシン濃度による藻類の増殖曲線の変化
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表：様々な抗菌性物質の
生長阻害半数影響濃度 (EC50)
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図：タイロシン投与後の
排せつ物中タイロシン濃度の変化
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図：下水処理プロセスと肥料原料の回収方法
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